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沖積層の土層で、以下

の３つの条件のすべてに

該当する場合には、地震

時に橋に影響を与える液

状化が生じる可能性があ

るため、液状化の判定を

行わなければならない。

①①地下水位が地表面か

ら10ｍ以内にあり、かつ

地表面から20ｍ以内の深

さに存在する飽和土層 

②②細粒分含有率FCが

35％以下の土層または

FCが35％を超えても塑性

指数IP が15以下の土層 

③③50％粒径Ｄ50が10㎜以

下で、かつ10％粒径Ｄ10
が１㎜以下である土層 

動的せん断強度比Ｒは次式によって求める。 

レベル1 -

タイプⅠ

1 .0 (R L≦0 .1 )

3 .3 R L + 0 .6 7 (0 .1 < R L≦0 .4 )

2 .0 (0 .4 < R L )

レベル2
タイプⅡ

地震動 ＣＷ

1 .0

繰返し三軸強度比ＲＬは次式で算出する。 

ここに、Ｎa ： 粒度の影響を考慮した補正Ｎ値 

ここに、 

FCc

ここに、

N： 標準貫入試験から得られるＮ値 
N1： 有効上載圧１00kN/m2相当に換算したＮ値 

FC： 細粒分含有率(%) 
σvb'： 標準貫入試験を行ったときの地表面からの深さにおける

有効上載圧（kN/m2） 

ｃFC : 細粒分含有率によるN値の補正係数 

Na : 粒度の影響を考慮した補正N値 

地震時せん断応力比Ｌは次式によって求める。 

ここに、 

rｄ ： 地震時せん断応力比の深さ方向の低減係数（=1-0.015z） 
KhgL： 地盤面における設計水平震度 

σv ： 地表面からの深度の全上載圧（kN/m2） 

σ'v ： 地表面からの深度の有効上載圧（kN/m2） 

 液状化の判定に用いる地盤面の設計水平震度Khglは、設計水平震

度の標準値（表―２）に地域別補正係数（図－１）を乗じて算定する。 

ここに、 

CZ： 地域別補正係数 

CZ： レベル1地震動の地域別(0.7，0.85，1.0) 

CⅠZ： レベル2地震動(タイプⅠ)の地域別(0.8，1.0，1.2)

CⅡZ： レベル2地震動(タイプⅡ)の地域別(0.7，0.85，1.0)

（（１１））土土質質定定数数のの低低減減

液状化すると判定された砂質土層は、液状化に対する抵抗率ＦＬの値に

応じて土質定数を低減する（表－３）。低減する土質定数とは、地盤反力係

数、地盤反力度の上限値および最大周面摩擦力度とする。 

表表－－３３ 土土質質定定数数のの低低減減係係数数 ＤＤＥＥ

（（２２））地地盤盤のの流流動動化化

(a) 橋に影響を与える流動化が生じる地盤 

次の２つの条件のいずれにも該当する地盤は、橋に影響を与える流動

化が生じる地盤とみなすものとする。 

①臨海部において背後地盤と前面の水底との高低差が5m以上ある護岸

によって形成された水際線から100m以内の範囲にある地盤 

②液状化すると判定される層厚5m以上の砂質土層があり、かつ、当該土

層が水際線から水平方向に連続して存在する土層 

(b) 流動力の算定 

地盤の流動化の影響は図－２に示すように、非液状化層については受

働土圧ｑNL、液状化層については流動圧ｑLを基礎に作用させて検討する。 

なお、受働土圧，流動圧とも表－４に示す水際線からの距離によって補

正を行う。また受働土圧は液状化指数ＰＬ値によって補正を行う（表－５）。 

対対象象構構造造物物

支支間間長長がが220000mm以以下下のの橋橋

液液状状化化のの判判定定方方法法

液状化に対する抵抗率
ＦＬをレベル１地震動およ
びレベル２地震動のそれ
ぞれに対して下式で算定
し、この値が1.0以下の土
層については橋に影響を
与える液状化が生じると
判定する。 

ここに、 
Ｒ：動的せん断強度比 

Ｌ：地震時せん断応力比

レベル2   タイプⅠ：プレート境界型巨大地震
地震動   タイプⅡ：内陸直下型地震 

図図－－２２ 杭杭基基礎礎のの流流動動モモデデルル
表表－－４４ 水水際際線線かかららのの距距離離にによよるる補補正正係係数数

水際線からの距離S(m) 補正係数

S≦50 1 .0

50＜S≦100 0 .5

100＜S 0

表表－－５５ 非非液液状状化化層層中中
のの流流動動力力のの補補正正係係数数

液状化指数PL 補正係数

PL≦5 0

5＜PL≦20  (0 .2PL-1 )/ 3

20＜PL 1

砂砂質質土土((DD5500<<22 ㎜㎜))のの場場合合

れれきき質質土土((DD5500≧≧22㎜㎜))のの場場合合

表表－－２２ 液液状状化化判判定定用用設設計計水水平平震震度度のの標標準準値値KKhhggLL00

  47.247.2NcN 1FCa 

  15010a N/2)(D0.36log1N 

vvhgLd σ/σKrL 

hgL0ZhgL KCK 

表表－－１１ ＣＣＷＷ：：地地震震動動特特性性にによよるる補補正正係係数数

N1 ＝170･N/(σvｂ' ＋70) 

R ≦ 0 . 3 0 . 3 < R

0 ≦ X ≦ 1 0 0 1 / 6

1 0 < X ≦ 2 0 1 / 3 1 / 3

0 ≦ X ≦ 1 0 1 / 3 2 / 3

1 0 < X ≦ 2 0 2 / 3 2 / 3

0 ≦ X ≦ 1 0 2 / 3 1

1 0 < X ≦ 2 0 1 1

F L の 範 囲

F L ≦ 1 / 3

1 / 3 < F L ≦ 2 / 3

2 / 3 < F L ≦ 1

動 的 せ ん 断 強 度 比 R地 表 面 か
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図図－－１１ 地地域域別別補補正正係係数数

   ( cz ， cIz ， cⅡz )

A1(1.0 ， 1.2 ， 1.0)
A2(1.0 ， 1.0 ， 1.0)
B1(0.85 ， 1.2 ， 0.85)
B2(0.85 ， 1.0 ， 0.85)
C  (0.7 ， 0.8 ， 0.7)

凡　 例

Kh gLの範囲

0 .08～0.18

タイプⅠ  0 .32～0 .60

タイプⅡ  0 .42～0 .80

地震動レベル

レベル２

レベル１

タイプⅠ タイプⅡ

Ⅰ種地盤 0.12 0 .5 0 0 .80

Ⅱ種地盤 0.15 0 .4 5 0 .70

Ⅲ種地盤 0.18 0 .4 0 0 .60

レベル１

地震動

レベル２地震動
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